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       ２月如月 春の足音  神戸便り  2023.2.15.   Mutsu Nakanishi 

 
 収録  ふむ ふむ ふむ  思いつくまま 2023年２月 神戸新聞より  

       1. 神戸新聞 2023.2.11.朝刊 如月の随想 「遠野物語は懐かしく新しい」より  

        2. 神戸新聞 コラムにみる  令和５年 ポストコロナの新しい時代の始まり 

        3. 文珍さんも落語的見聞録で・・・・ 「SNSの陰に潜む鬼に用心」と 2023.2.9. 

厳しい寒波にみまわれた１月の末 2月節分・立春を過ぎて 春の足音がすぐそこに 

年の初めから ビックリするような出来事が次々と起こった ポストコロナの新時代 

世相は混沌 不安感一杯の混乱と革新 日本のみならず世界が混乱の渦の中 

幸い まだまだ予断は許さぬが、コロナは収束へ向かい始めているようだ 

早く穏やかな暮らしに戻りたい 前向いてこの厳しい時代を乗り切ってゆかねばと。 

三寒四温の春の足音 暖かい日差しにほっと一息 戸外に飛び出して 

       2023年如月 Mutsu Nakanishi   From Kobe 

 

本年になっても ロシアのウクライナ侵攻は終結せず、ますます拡大の道 山積する課題に右往左往する世界  

 一方、日本を取り巻く中国・北朝鮮の脅威も身近に…・ 資源のない日本にとっては益々厳しい時代に。  

 この厳しいポストコロナの変革の時代に 高齢化・疲弊・格差が進む中 いまだに経験・頂点同調同質を求める 

日本社会の課題が山積み。 資源のない日本で、ますます進む物価高 世界が見放したら・・・・・ 

飛び出す姿勢を無くしては 新しい時代を切り開けず。 

苦難を切り開くエネルギ-を持つ若者たちに期待一杯  元気に取り組む若者たちにエールを送ります 



本年１月中旬から２月半ばにかけての世相に関

する新聞スクラップを下記に示しましたが、本当

にビックリするような事が次々と。ポスト新時代 

地球人としての生き方を求められる深刻な日本

の課題が噴出していてる。 

みんな地球人 

「自分さえよければ・・・」ではどうにもならぬ。 

「世界と共に生きる時代」に 経験・頂点同調を振

りかざしても到底生き抜けぬ。 

判っているけど、解はなし。 

パンドラの箱を明けると見えてくる厳しい日本の

実態 

日本の疲弊と孤立 物価の上昇に追い打ちをかける雇用不安 

朝令暮改 混迷を深める日本の仲間政治と孤立感 誰しも抱く明日は我が身の厳しい時代に‥‥ 

そんな風潮を冗長するかの如く 理不尽な日常の

暮らしを奪う事件が次々と起る。 

自分の事と捉えてくれぬ世間 

「自己責任」の冷めたい声に目を奪われる。 

「自分ならどうする???」と自問自答するが・・・・。 

ホストコロナの新時代の始まり  

みんな地球人 「自分さえよければ・・・ではどうに

もならぬ令和の新時代」この厳しい新時代の中で  

平和で穏やかな暮らしを 

みんながみんな 早く取り戻せますように 

 

ビックリするような事が次々と起こってきた世相 

あなた任せにできない変革の新時代の到来です。 

地球全体に吹きまくる厳しい嵐に 

立ち位置しっかり 前向いて。 

答えはないが、いつ わが身に・・・・・・と。  

そんなことも考えるこの春ですが、暖かい日差しのなかに 身を置いて 今を元気にと 

大空見上げ ほっと一息 春の日差しを胸一杯前   

三寒四温 春の足音 春はもう すぐそこに 

 



      ◎ 神戸の歳時記 ２月春の息吹 春の足音  春はもうすぐそこに 

■ 寒波襲来 すっかり雪化粧した自宅周辺 須磨妙法寺若草の丘で  2023.1.25. 早朝 

 

すっかり雪景色となった若草の街    山の肩に陽が昇りはじめて、この雪景色も一時のものに 

    でも こんなにきれいに雪化粧した若草の丘もほんとうに久しぶり 風邪も吹っ飛んで 朝早く 戸外へ 

    でも 寒波襲来の豪雪に見舞われた方々にとっては 本当に厳しい雪景色。 大変だったろうと。 

    また、厳しい寒さに耐えつつ ロシアと対峙しているウクライナの人たちにも早く平和な日常が訪れますように。 

    北風小僧 もうこれで 飛んでいけ!!   何とかコロナもこのまま収まって 春を待ち焦がれます。 

                               God be with You!!   2023.1.25.早朝 若草の丘で  

      ■ 長田神社 節分追儺式と須磨離宮公園の蝋梅と梅  2023.2.3. 

 

     ■ 青空に流れる雲 ぽかぽか陽気に 菜の花が咲き始めたコスモスの丘には家族ずれ  2023.2.13. 

   

 春はもう すぐそこに   子供たちの明るい声が響く    喜び一杯 運んで春よ来い 

                                                       From Kobe  Mutsu Nakanishi 



収録  From Kobe  ２月 ふむ ふむ ふむ  神戸新聞コラム・文化面・科学面より 

          1. 神戸新聞 2023.2.11.朝刊 如月の随想 「遠野物語は懐かしく新しい」より  

         2. 神戸新聞 コラムにみる  令和５年 ポストコロナの新しい時代の始まり 

         3. 文珍さんも落語的見聞録で・・・・ 「SNSの陰に潜む鬼に用心」と 2023.2.9. 

  1. 神戸新聞 2023.2.11.朝刊 如月の随想 「遠野物語は懐かしく新しい」より  

   久し振りに赤坂憲雄先生の随想記事に接した。 かつて縄文三内丸山遺跡で何度かご一緒したことがある。 

   いつも静かな語り口で、深く物事を眺める眼差し。 縄文遺跡の展示を前に 

「この巨木がここまで どんな方法で運ばれてきたのか… 村の人たちは・・・・」と考えておられたのを思い出す。 

 「東北学」そして 関東大震災からの東北復興にも、経済優先の世相の中で 東北の人たちの暮らしに寄り添った提 

言・評論記事をも。 

 今回の記事 「遠野物語」の奥底に流れる今を生きる日本へのまなざし。 しっかりと。 

神戸新聞にぶれることなく現場主義を貫き、評論を掲載されてきた内橋克人氏がなくなられ、その鋭い指摘を目に 

することがなくなって、寂しくなった昨今 赤坂先生の「遠野物語」の随想のまなざし 心に響きました。 

ポストコロナの新時代 数々の情報がまき散らされる時代に「ぬるま湯の心地よさ」ばかりに浸っていてはならぬと。 

   また、厳しい世相の中 新聞コラムにはっと気が付く事多しです。 

 



2. 神戸新聞 コラムにみる 新しい時代の始まり 

 混乱と革新の未来不安の門出  人任せにできぬ先行き不安の道 風潮に流されず、考えよう 

 ◎ 「絆」言葉遊びにならぬよう 社会の安全網・セーフティーネット  １．１７.が過ぎて寒い集合住宅火災に 2023.1.23.  

    中央が地域の暮らしを破壊したと 世界が奇異の眼で見ている日本 頂点同調 何も決めない日本 

 

 ◎「福は内 鬼も内」 内に招いた鬼が笑う家には災難が寄り付かなさそうだと  2023.2.3. 節分 

 

 ◎ 驚愕の「闇バイト」犯罪  何でもかんでも情報万能の世相  「バイト」ほかネットには闇が横行 

     人類が生き抜くことができたツール「表情」・「なまの声」 それを捨てては生きられぬ 

 



◎ 必要悪?   違うでしょ システムを替えねば・・・・益々問題は拡大やとフムフムフム 

 

  3. 文珍さんも落語的見聞録で・・・・ 「SNSの陰に潜む鬼に用心」と 2023.2.9. 

 


